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PoINT Archival Gateway Erasure Codingのレート変更の動作検証(2021/10/11) 

 

角野 

 

PoINT Archival Gateway(PAG)は、複数のテープドライブを同時に使用して、オブジェクトをパラレルに記録すること

が出来ます。一番基本的な動作としては、2 台のドライブでメディアのミラーリングを行うことで、オブジェクトを冗長性

を持って記録出来ます。オブジェクトを読み出す際には、記録したどちらか 1 個のメディアを使用します。最大で 4 台

のドライブを同時に使用して記録出来ます。その際には、S3 オブジェクトデータにリアルタイムでパリティデータを付

加しながら記録出来ます。例えば、4 台のドライブに対して、元のデータを 3 台のドライブで、パリティを 1 台のドライ

ブで同時に記録します。この場合の Erasure Coding Rate は、3/4 となり、読み出す際には、3 個のメディアを使用す

るため、一つのメディアが読めない場合の冗長性を確保出来ます。 

社内での動作検証用の 24 スロットの LTO5 ライブラリーに、2 台目のドライブを追加したので、V2.3 からの追加機能

の Erasure Coding Rate の Upgrade 機能の動作検証を行いました。 

 

 

Upgrade protected Volume Arrays の設定で、Maximal Redundant Media を Not set から 1 に変更し、Upgrade をクリ

ックします。 

 

 

これで、419_1 の Partition にメディアが追加されます。 

 

 

しばらくすると、メディアが Drive1 と 2 に移動され、1 から 2 へのデータコピーが開始されます。 

以下のスクリーンショットでは、Drive1 が Readで Drive2が Write になっており、1 で読み出されたデータが 2 に記録

されています。このデータ転送は、PAGが稼働しているサーバーのメモリー上で実行されており、HDD 等への一時

的な記録は行われていません。 
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データのコピー中は、Read と Write が同期して実行されています。 

 

 

以下のスクリーンショットでは、419_1 の Partition には 2 個のメディアが割り当てられています。 
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以下は、Drive1 から 2 へのデータコピー中の統計表示の画面です。緑色は Read、青色は Write のデータ転送レート

で、グラフとて全く同じ形になっており、データ転送が同期していることが分ります。 

 

以下は、データコピーが終了しいた際の統計表示の画面で、約 1TB がコピーされています。 
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この Partition に新しいオブジェクトデータをコピーすると、Drive 1 と 2 で同時に記録されることを想定しましたが、実

際に実行すると、Drive 1 だけに記録されました。以下のスクリーンショットでは、Drive 1 の Byte Written だけが増え

ています。PoINT 本社に確認したところ、EC Rate を変更した場合は、同時に 2 台のドライブを使用せずに、EC Rate

を変更した際の動作のままとのことでした。 

 

Partition を新たに作成 

 

2 台のドライブでの同時記録の動作を確認するために、新しい Partition を作成し、1/2 の EC Rate を設定しました。

以下のスクリーンショットの 1010_EC2 が新たに作成した Partition です。この Partition にデータを記録すると、以下

のスクリーンショットのように、Drive1 と Drive2 で同時にデータが記録されました。 
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